
５
月
17
日
、
臨
時
議
会
が
開
か

れ
、
議
案
審
議
と
と
も
に
、
議
会

の
役
員
の
改
選
、
新
年
度
の
委
員

会
の
再
編
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

党
市
議
団
は
こ
れ
ま
で
、
市
民

の
声
が
議
会
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

▼
議
会
の
役
員
構
成
は
、
①
議
長

は
第
１
会
派
、
副
議
長
は
第
２
会

派
、
監
査
委
員
は
第
３
会
派
か
ら
、

②
各
委
員
会
の
委
員
長
・
副
委
員

長
は
会
派
の
議
席
数
に
応
じ
て
ド

ン
ト
方
式
で
配
分
す
る
こ
と
、

▼
議
会
運
営
に
つ
い
て
は
、
請
願

書
の
審
議
の
際
、
請
願
者
の
希
望

が
あ
る
場
合
は
趣
旨
説
明
な
ど
の

機
会
を
設
け
る
こ
と
な
ど
を
求
め

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
議
会
運
営
委
員
会
の

正
副
委
員
長
は
ド
ン
ト
方
式
の
対

象
と
し
な
い
、
請
願
者
の
説
明
を

認
め
な
い
な
ど
、
ひ
き
続
き
改
革

が
必
要
で
す
。

委
員
会
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化

が
進
ん
で
き
た
公
共
施
設
の
整
備

や
長
寿
命
化
な
ど
の
問
題
を
調
査

す
る
た
め
「
公
共
施
設
対
策
特
別

員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

◆
今
年
度
の
各
議
員
の
委
員
会
所

属
は
以
下
の
通
り
で
す
。

塚
本
：
総
務
常
任
委
員
会
、
公

共
施
設
対
策
特
別
委
員
会

杉
浦
：
生
活
作
業
常
任
委
員
会
、

公
共
施
設
対
策
特
別
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会

石
黒
：
施
設
常
任
委
員
会
★
、

防
災
対
策
特
別
委
員
会

岸
本
：
教
育
厚
生
常
任
委
員
会
、

防
災
対
策
特
別
委
員
会
☆

黄
野
瀬
：
教
育
厚
生
常
任
委
員

会
☆
、
交
通
対
策
特
別
委
員
会

佐
々
木
：
施
設
常
任
委
員
会
、

交
通
対
策
特
別
委
員
会

★
＝
委
員
長
、
☆
＝
副
委
員
長

●
「
い
じ
め
防
止
条
例
」
に
基
づ

き
、
《
い
じ
め
対
策
推
進
室
》

《
学
校
安
全
推
進
室
》
が
設
置
さ

れ
、
「
大
津
の
子
ど
も
を
い
じ
め

か
ら
守
る
委
員
会
」
が
拠
点
と
な
っ

て
い
じ
め
問
題
に
対
応
し
ま
す
。

各
学
校
に
は
《
い
じ
め
対
策
担

当
教
員
》
が
配
置
さ
れ
、
関
係
機

関
と
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
情
報
共
有

が
図
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
や
保
護

者
、
教
員
の
実
態
を
把
握
し
、
教

育
環
境
の
改
善
が
望
ま
れ
ま
す
。

●
子
育
て
支
援
に
関
わ
っ
て
は
、

《
幼
保
連
携
推
進
室
》
が
設
置
さ

れ
、
「
子
ど
も･

子
育
て
支
援
新

制
度
」
実
施
へ
の
準
備
が
お
こ
な

わ
れ
ま
す
が
、
規
制
緩
和
や
「
民

間
活
力
」
の
導
入
に
よ
る
、
保
育

の
質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

●
行
財
政
改
革
で
は
、
補
助
金
の

見
直
し
が
検
討
さ
れ
、
来
年
度
予

算
に
反
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
後
、
ご
み
有
料
化
（
２
０
１

６
年
度
）
、
公
共
施
設
等
の
使
用

料
・
手
数
料
見
直
し
（
来
年
度
）
、

人
事
評
価
制
度
の
活
用
（
来
年
度
）

な
ど
の
計
画
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
人
の
議
員
団
で
力
を
合
わ
せ
、

市
政
の
監
視
役
と
し
て
の
力
を
強

め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
願
い
実

現
へ
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

●
低
所
得
者
へ

の
減
免
制
度
新

設
―

国
民
健
康

保
険６

月
半
ば
に
、

み
な
さ
ん
の
お
手

元
に
今
年
度
の
国

保
料
の
お
知
ら
せ

が
届
く
予
定
で
す
。

今
年
度
は
、
新

た
に
低
所
得
者
に

対
す
る
減
免
制
度
が
創
設
さ
れ
、

党
市
議
団
や
「
大
津
の
国
保
を
よ

く
す
る
会
」
な
ど
市
民
の
み
な
さ

ん
の
度
重
な
る
要
望
が
実
現
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
詳
細
は
、
現
在
検
討
中

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
広
報
で

決
ま
り
次
第
知
ら
せ
る
と
の
こ
と

で
す
。
ま
た
、
申
請
し
な
け
れ
ば

減
免
さ
れ
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
料
の
支
払
い
に

困
難
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
保
険

料
を
支
払
う
前
に
保
険
年
金
課
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
風
疹
の
予
防
接
種
費
用

の
助
成
が
は
じ
ま
り
ま
す

風
疹
の
大
流
行
に
対
応
し
、
大

津
市
で
も
、
６
月
か
ら
９
月
30
日

ま
で
に
限
り
、
予
防
接
種
料
金
の

半
額
（
上
限
５
０
０
０
円
）
助
成

が
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
は
、
大
津
市
民
で
19
歳

以
上
の
女
子
と
妊
婦
の
夫
で
す
。

今
年
の
４
月
か
ら
５
月
末
ま
で
に

接
種
し
た
人
に
つ
い
て
も
助
成
の

対
象
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

市民の願い実現へ
一歩前進

■今年度から
■通年議会が始まります

通年議会とは… これまで大津市議会は、年

４回の定例議会が基本で、それぞれの議会と

議会の間は「閉会」されている状態でした。

通年議会では、常に議会が開会されているた

め、突発的な事態にも迅速な対応がおこなえ

るとして、三重県議会などをはじめ、導入さ

れてきているものです。

同じ案件を同一会期でく

り返し審議しない「一事不

再議」原則は、通常会議ご

とに事情の変更があったと

見なして審議できるとしま

す。

※これに伴い、「定例会」→「通常会議」と名称も

変更。（例:「６月議会」→「６月通常会議」）

新
年
度
の

大
津
市
の
う
ご
き

2013年5・6月号
No.162

５
月
臨
時
議
会

3（月）開会、議案提案

10（月）～12（水）

質疑・一般質問

14（金）予算決算常任委員会

17（月）予算決算常任委員会・

常任委員会

19（水） 特別委員会

21（金） 議案採決

傍聴は自由にできます。

議場の改修がおこなわれ、

傍聴しやすくなりました。

ぜひ議場にお越しください！

【6月の議会日程】

新
年
度
議
会
は
じ
ま
る

市
民
の
声
が
い
き
る

民
主
的
な
議
会
運
営
を

↓
耐
震
改
修
も
終
わ
り
、
県
か
ら

大
津
市
に
移
管
さ
れ
た
旧
山
岳

セ
ン
タ
ー
（
臨
時
議
会
で
使
用

料
に
関
す
る
条
例
を
議
決
）


